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日出学園中学校・高等学校
武善 紀之

福島県教育委員会
令和７年度「教科指導向上研究会」（情報科）

情報Ⅱ『情報とデータサイエンス』に
おける指導の在り方

情報Ⅱ第３領域で扱うデータサイエンス

https://www.hinode.ed.jp/share/takeyoshi/

https://www.hinode.ed.jp/share/takeyoshi/


自己紹介



自己紹介

名前 武善紀之（たけよし のりゆき）

所属 私立 日出学園中学校・高等学校 教諭
所在地：千葉県市川市 ※幼稚園・小学校併設

教科 情報科 1２年目（＋数学,公民,技術）

現在 高3担任・進路指導部・パソコン部顧問

年齢 34歳

出身 筑波大学情報学群情報メディア創成学類

好きなもの ペンギン

https://www.hinode.ed.jp/share/takeyoshi/

https://www.hinode.ed.jp/share/takeyoshi/


•教科書執筆
• 情報科「新編情報Ⅰ」「情報ⅠStep Forward!」
「情報Ⅱ」（東京書籍）

•予備校
• 「ベーシックレベル情報Ⅰ」講師（スタディサプリ）

•教育番組
• NHK高校講座「情報Ⅰ」監修講師（NHK)

•教員研修
• GIGA スクールにおける学びの充実「高等学校情
報教員指導力向上事業」 （文部科学省）

• GIGA スクール「情報Ⅱ」高等学校情報科等強化に
よるデジタル人材の供給体制整備支援事業（文部
科学省）

「情報科」関連の主な兼職







ペンギンが好きすぎて……
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教員南極派遣プログラム

• 国立極地研究所が主催(2009年～）

• 極地の科学や観測に興味を持つ

現職教員を南極昭和基地に派遣

※日本南極地域観測隊（JARE)に同行

• 派遣予定人数 ２名

（例年、9月下旬〜12月上旬が募集期間）

• 衛星回線を利用して、

現地から「南極授業」を行う
（参考）2023年度教員南極派遣プログラム派遣教員募集ページ
https://www.nipr.ac.jp/antarctic/info/2023teacher/

情報科教員派遣は

初！

https://www.nipr.ac.jp/antarctic/info/2023teacher/


スケジュール

2019.12

応募

2020.01

選考

2020.03
冬期

総合訓練

2020.05
派遣

中止決定

2021.03

冬期

総合訓練

2021.10

隔離生活

2021.11

出港

2022.03

帰国

2019年 2020年 2021年 202２年

選考
１次：書類（授業案2本＆帰国後の活動計画提出）
２次：隊長経験者と面接

冬期総合訓練 場所：長野県東御市 湯の丸高原一帯

多くは理科の先生（2009年～）,
情報科の教員派遣例は“初”！

雪上歩行訓練 クレバス脱出訓練 貸与装備

ルート工作訓練 雪山テント泊

緊急事態宣言
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Agenda.

1

3

情報Ⅱのデータサイエンス(情報Ⅰと比較しながら）

情報Ⅱの授業演習2

4

情報Ⅰの逆向き設計

データサイエンスを扱う価値



情報Ⅰと情報Ⅱに関するざっとしたおさらい

11

情報A

情報B

情報C

情報の科学

社会と情報

情報Ⅱ

情報Ⅰ

2003～ 20１3～ 2022～
3科目から1つ選択 2科目から1つ選択 全員が「情報Ⅰ」を履修

発展的選択科目を設置

プログラミング含む

プログラミング含む

プログラミング含む

情報教育の
「3観点」

情報活用の
実践力

情報の
科学的な理解

情報社会に
参画する態度

×新教科「情報Ⅰ」では扱う内容が大幅に増加！

〇「プログラミング」や「シミュレーション」については,
今まで「選択」であった内容が「必修」になった。



第1章 情報社会の問題解決

第2章 コミュニケーションと情報デザイン

第3章 コンピュータとプログラミング

第4章 情報通信ネットワークとデータの活用
12

新学習指導要領「情報Ⅰ」

１．コンピュータを活用して,問題解決ができるようになること

２．情報科学（Computer Science）をきちんと学ぶこと

「情報Ⅰ」のコンセプト



「情報デザイン」「データサイエンス」「プログラミング」は，

問題解決の三種の神器
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コンピュータを活用して問題解決ができるようになる

データサイエンス

情報デザイン

プログラミング

魅力的な
学園祭を

作り上げよう！

最高の学園祭
を実現！

魅力的なポスターを作って集客しよう！

幾らで売れば，一番利益が出るだろう？

過去の来客数を分析して，傾向を判断！

図版：高等学校情報科「情報Ⅰ」教員研修用教材（文部科学省）



情報Ⅰで扱われるデータサイエンスのイメージ

情報Ⅰの学習内容は、

大雑把にまとめると２つ

1. 自分達でアンケート集計や分析
を行う内容

2. データベースや情報システムに
関する内容



これを受けて情報Ⅱでは…？



おおざっぱな「情報Ⅱ」のイメージ

データサイエンスの学習内容は、

大雑把にまとめると３つ

1. 自分達でアンケート集計や分析
を行う内容 →主に、「情報Ⅰ」

2. データベースや情報システムに
関する内容 →両方

3. 大規模データの分析,可視化に
関する内容 →主に「情報Ⅱ」

ともかく大規模！
10次元以上とか当たり前。



指導要領の言葉を比較してみる

情報Ⅰ（必履修） ※学習指導要領解説より

質的データと量的データ,データの整理（デー
タクリーニングなど）,欠損値や外れ値の扱い
方,データの様々な可視化,テキストマイニン
グオープンデータの活用, 散布図行列,相関
と交絡因子,単回帰分析,
統計的仮説検定

情報Ⅱ（選択科目） ※学習指導要領解説より

選択バイアス，情報バイアス,機械学習，訓練デー
タ，過剰適合,重回帰分析，モデルの調整，主成
分分析，クラスタリング,
文字認識，画像認識,人工知能

とてもじゃないけど、できない？

図版：高等学校情報科「情報Ⅰ」教員研修用教材（文部科学省）



機械学習をまとめると

機械学習

教師あり学習

クラス分類
Classification

・ロジスティック回帰
・決定木

回帰
Regression

・線形回帰

教師なし学習

次元削減
Dimensionality 

Reduction

・主成分分析

クラスタリング
Clustering

・k平均法

正解データがある 正解データがない

データの分類数値の予測 主要な特徴を
残す・取り出す

データの
グループ化

やっぱり、とてもじゃないけど、できない？

機械が、データからパターンや規則を学習し、
予測や判断を行う技術。
AI（人工知能）を実現する技術の１つ。



実は「情報Ⅰ」より「情報Ⅱ」の方が

面白い／簡単？



ここまで無理だと諦めがつく

ともかく大規模！
10次元以上とか当たり前。

人工知能（AI）やコンピュータを
活用しないと、無理！

（情報Ⅰはギリギリ「できてしまう」範囲だった）
コンピュータに頼らざるを得ない。

※僕のイメージ

高校数学のベクトル
(3次元まで）

大学の線形代数
（n次元空間）

※図はWikipediaより



（情報Ⅱ学習指導要領解説）

ここでは，数学科における学習内容と関連する部分も含むが，数学や統
計学の専門的な内容に深入りすることなく，可視化やソフトウェアによる
処理の結果を基に，その概念を理解するようにする。

指導要領もよく読むと……

（実際に指導してみると……）
• 情報Ⅰより、ソフトウェアの操作
が簡単（コマンド入力で終わり）

• 情報Ⅰより、数学感が薄い（うわ、
苦手だった奴……がない）

• 情報Ⅰより、扱えるデータが多様
（みんな全く違うテーマで楽しめ
る）

（生徒も）
• 情報Ⅱは実践的なものが
多かったので楽しい。

• たくさんのデータをまと
めることは数学などでは
難しいので、それらをいっ
きにまとめられるのはと
ても便利だと思った。



僕がイメージしているゴール設計

多次元のデータ  

相関行列

情報Ⅰ

主成分分析で,次元を圧縮しよう

散布図行列

2つずつで
頑張って見る

情報Ⅱ そのまま見る！

クラスタリングで,グループ化しよう

etc…文科省「情報Ⅱ」解説動画より



文科省「情報Ⅰ」「情報Ⅱ」解説動画 https://www.nttls-edu.jp/joho/

• データサイエンス領域で情報Ⅰ、情報Ⅱともに関わった

• 「これぞ情報Ⅰ」「これぞ情報Ⅱ」と言える内容にはなったと思われる

情報Ⅰ／情報Ⅱ解説動画 プロジェクト

情報
Ⅰ

情報
Ⅱ

https://www.nttls-edu.jp/joho/


以降で、

情報Ⅰと情報Ⅱにおけるデータサイエンスの実践を紹介

目標

情報Ⅱ、案外出来そうだな

情報Ⅱ、やってみたくなる！
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1

3

4

Agenda.

1 情報Ⅱのデータサイエンス(情報Ⅰと比較しながら）

情報Ⅱの授業演習

情報Ⅰの逆向き設計

データサイエンスを扱う価値



•情報Ⅱは「探究」×「情報」の時間。

• 「実践」→「理論」が基本の流れ（実習の後，教科書を確認）。

まず，僕の基本的な「情報Ⅱ」授業の組み立て

「探究の種」（～２学期前半） 卒業研究・卒業制作

３D造形実習 主成分分析実習

Python×AI実習 micro:bit 実習

etc…1～3コマのパッケージ実習

1～3人の
グループ実習



•ただし，統計分野だけは「理論」→「実践」。

•かつ体系的な指導にしている。

• ゴールは，卒業研究・卒業制作でのデータ分析のイメージが広がるように。

情報Ⅱ「データサイエンス領域」の指導の流れ

文科省「情報Ⅱ」解説動画より



本日は，データサイエンス一連の授業の体験

2h

人工知能入門 モデルを用いた画像認識
人工知能（AI）とデータの関係性って何？

1h

クラスタリングで似ている友達を探せ
仕組みの概念的な理解をしてみる

3h
主成分分析で「好きなものマップ」を作ろう
実際にデータサイエンスを使ってみる！



2h

人工知能入門 モデルを用いた画像認識
人工知能（AI）とデータの関係性って何？

1h

クラスタリングで似ている友達を探せ
仕組みの概念的な理解をしてみる

3h
主成分分析で「好きなものマップ」を作ろう
実際にデータサイエンスを使ってみる！

実は文科省動画をそのまま活用

https://www.youtube.com/watch?v=EQAmucowTsc

https://youtu.be/rKwjOnzXw8U?si=sNuPzV_Rmo4J4Pv1

https://youtu.be/g2qkgKglA8c?si=uXPvN2AXS-_I_WwW

https://www.youtube.com/watch?v=EQAmucowTsc
https://youtu.be/rKwjOnzXw8U?si=sNuPzV_Rmo4J4Pv1
https://youtu.be/g2qkgKglA8c?si=uXPvN2AXS-_I_WwW


実習１
2h

人工知能入門 モデルを用いた画像認識
人工知能（AI）とデータの関係性って何？

https://www.youtube.com/watch?v=EQAmucowTsc

https://www.youtube.com/watch?v=EQAmucowTsc


•今日から人工知能について勉強します！

•人工知能に関する話をいろいろする。

• まずは一緒に動画を見てもらいます（～1:37くらいまで）

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

•実は人工知能(AI)分野は，データサイエンスと関わりが深い。

•人工知能はどんどん学習して賢くなる存在である（今の「顔」もそう）。

•学習するってどういうこと？

授業の流れ



ワンワン／ブーブー／ニャーニャーモデル

「四つ足の何か」空間

ワンワン

ニャーニャー

ブーブー

東京書籍情報Ⅱ
教科書挿絵より

「分かる」ことは、
「分ける」ことである！



演習タイム
• 「教師あり学習」を体験する

• このままScratchにエスカレートするのもOK。

（ミニ実習）Teachable Machineの体験



学習の結果，獲得したものが「顔」

（学習時）

• 「これが顔」という正解を与えて、

学習を進めていく。

→「教師あり」学習

ビデオの例で言えば…

文科省「情報Ⅱ」解説動画より



データサイエンスの全体像との対応



人工知能入門 モデルを用いた画像認識
https://www.youtube.com/watch?v=EQAmucowTsc文科省「情報Ⅱ」解説動画より

https://www.youtube.com/watch?v=EQAmucowTsc


Google Colaboratoryを使用

モデルを用いた画像認識

01 import cv2
02 from google.colab.patches import cv2_imshow
03 img = cv2.imread(‘syugou.jpg’)
04 cv2_imshow(img)
05
06 face_cascade = cv2.CascadeClassifier('haarcascade_frontalface_alt.xml’)
07 faces = face_cascade.detectMultiScale(img)
08
09 for(x,y,w,h) in faces:
10 face = img[y:y+h,x:x+w]
11 face = cv2.blur(face,(55,55))
12 img[y:y+h,x:x+w]=face
13 if len(faces)!=0:
14 cv2_imshow(img)

https://www.youtube.com/watch?v=EQAmucowTsc

演習タイム

文科省「情報Ⅱ」解説動画より

https://www.youtube.com/watch?v=EQAmucowTsc


• aiで生成した画像のキャラクターの
目は認識されたのが面白かった。
バーチャルアイドルなどのイラスト
系はぜんぶダメでした。

• syamuのようにサングラスを掛けて
いると反応しませんでした→目の
パーツを認識できないから？

• 月面にある顔に見えるものはAIに
は認識されなかった。

• 人ではできたかロボットでは顔とし
て読み込むことができなかった

• 人の感情をaiが持てるのかも試し
てみたいです。

モデルを用いた画像認識 自動で顔にぼかしを入れよう！

• モナリザなどの人の絵などは本物
の絵も簡単に描いたイラストでも顔
として認識された。しかし、ドラえも
んや猫などは認識されなかった。

• ほかの人の画像認識の結果を聞い
てもイラスト系の顔認識は判別しに
くいことが分かった。

• スカートの影を目として認識してい
た。他にも髪の分け目が目と認識さ
れた。

AIの誤検出，精度を上げる方法，

問題点に迫る気づきになる！

生徒の実験・感想・考察



日本心理学会 機関誌 心理学ワールド90号

https://psych.or.jp/publication/world090/pw04/

特集「乳幼児は顔を区別する」

（おまけの話） 人間の顔認知システム

新生児実験で使われた顔模式図形（Morton & Johnson, 1991より）

https://psych.or.jp/publication/world090/pw04/
https://psych.or.jp/publication/world090/pw04/


日本心理学会 機関誌 心理学ワールド90号

https://psych.or.jp/publication/world090/pw04/

特集「乳幼児は顔を区別する」

目で表情をよむ日本人，口で表情をよむ欧米人

（おまけの話） 顔認知における文化差

日本の絵文字（上段）と欧米の絵文字（下段）

https://psych.or.jp/publication/world090/pw04/
https://psych.or.jp/publication/world090/pw04/


実習２
1h

クラスタリングで似ている友達を探せ
仕組みの概念的な理解をしてみる

https://youtu.be/g2qkgKglA8c?si=uXPvN2AXS-_I_WwW

https://youtu.be/g2qkgKglA8c?si=uXPvN2AXS-_I_WwW


•人工知能のことを知るにも，データサイエンスが重要そうだ！

•色んなモデルが大事なんだ！

↓

• モデルってどうやって出来ているんだろう？作るんだろう？

•高校数学の範囲を逸脱せずに，イメージを掴む

＋「教師あり学習」以外の統計手法を教える

「自分と近い性格の人を探そう！」実習

単元接続の流れ



• まずはビデオを見てください(～3:00）



全体像に位置づけると

機械学習
統計学



高校数学（中学数学）の範囲内でイメージ可能

(x1,y1)

(x2,y2)

𝑥2 − 𝑥1
2 + 𝑦2 − 𝑦1

2

三平方の定理！



(1)共同編集スプレッドシートに１人１趣味入力

(2)1～5の５段階で「好き度」を記入

(3)記入されたシートを配信→Rでクラスタリング

趣味を用いたクラスタリング

syumi <- read.csv(“syumi.csv”,h=T,row.names=1)
syumi.d <- dist(syumi)
syumi.c <- hclust(syumi.d)
plot(syumi.c)

https://www.youtube.com/watch?v=g2qkgKglA8c
演習タイム

https://www.youtube.com/watch?v=g2qkgKglA8c


生徒から本当に出てきた言葉

「でも、これって何に基づいているの…？」

クラスタリングの結果
https://www.youtube.com/watch?v=g2qkgKglA8c

https://www.youtube.com/watch?v=g2qkgKglA8c


• グループごとに集まってみる→解散

• グループごとの特徴を調べてみよう

• ビデオの続きを流す，その裏で僕は作業をする(１人TT)

• ビデオ ６：４０～8:50くらい

•今日はその作業の様子も同時並行でお見せします。

この後の展開



• ここまではっきり好きなもので
別れるのは面白かった。数学が
ここまで情報に関係していると
は思わなかった。

• データ分析によっていろいろな
ことの特性を可視化することが
できてすごく面白いなと思った。
多くの分野に応用することがで
きそうだと思った。

• マッチングアプリってこんな感じ
かーと思った。自分が数学で
習ったものが実際に使われてと
ても関心した。

クラスタリングの感想

• あまり仲良くない人も同じグ
ループにいたりして面白かった

• 自分のグループはほぼパソコン
部の人だった。最後のその趣味
が多いグループの表を見るのは
面白かった

• 今話題になっているマッチング
アプリやMBTIなどに応用され
ているのかなと考えました。



• 「なぜそのグループ」かを,クラスタリングでは自分で探る必要が
あった！

•最初から,「説明力」を持った手法もある。

• もう少し長い時間をかけて、「自分の好き」を分類してみよう！

次の手法では



実習３
3h

主成分分析で「好きなものマップ」を作ろう
実際にデータサイエンスを使ってみる！

https://youtu.be/rKwjOnzXw8U?si=sNuPzV_Rmo4J4Pv1

https://youtu.be/rKwjOnzXw8U?si=sNuPzV_Rmo4J4Pv1


③自分の好きなものをマップ化→主成分分析

機械学習
統計学



３番目にやる目的 いよいよ本格的に！

③自分の好きなものをマップ化→主成分分析

https://www.youtube.com/watch?v=rKwjOnzXw8U

文科省「情報Ⅱ」解説動画より

https://www.youtube.com/watch?v=rKwjOnzXw8U


仕組み

③自分の好きなものをマップ化→主成分分析
https://www.youtube.com/watch?v=rKwjOnzXw8U

文科省「情報Ⅱ」解説動画より

https://www.youtube.com/watch?v=rKwjOnzXw8U


•本日の講演では,扱いません。

•理由：昨年度の研修で「主成分分析」は実施済み

•授業での活用や流れについてだけ,ご説明します。

ただし……



• 3時間構成
• 1時間目：同一事例で実演

（ヤマザキパンの栄養成分表）

• 2～3時間目：データ収集＆分析

③自分の好きなものをマップ化→主成分分析

syouhi <- read.csv(“syouhi.csv",h=T,row.names=1)
result <- prcomp(syouhi,scale=T) 
plot(result$x) 
text(result$x,rownames(syouhi),pos=1,cex=1.4)

https://www.youtube.com/watch?v=rKwjOnzXw8U
（演習タイム？）

https://www.youtube.com/watch?v=rKwjOnzXw8U




実際の生徒作品



実際の生徒作品



以上で「データサイエンス」編終了

2h

人工知能入門 モデルを用いた画像認識
人工知能（AI）とデータの関係性って何？

1h

クラスタリングで似ている友達を探せ
仕組みの概念的な理解をしてみる

3h
主成分分析で「好きなものマップ」を作ろう
実際にデータサイエンスを使ってみる！

https://www.youtube.com/watch?v=EQAmucowTsc

https://youtu.be/rKwjOnzXw8U?si=sNuPzV_Rmo4J4Pv1

https://youtu.be/g2qkgKglA8c?si=uXPvN2AXS-_I_WwW

https://www.youtube.com/watch?v=EQAmucowTsc
https://youtu.be/rKwjOnzXw8U?si=sNuPzV_Rmo4J4Pv1
https://youtu.be/g2qkgKglA8c?si=uXPvN2AXS-_I_WwW


この構図のイメージが、出来ているはずこの実習を終えたあとの生徒達

多次元のデータ  

相関行列

情報Ⅰ

主成分分析で,次元を圧縮しよう

散布図行列

2つずつで
頑張って見る

情報Ⅱ そのまま見る！

クラスタリングで,グループ化しよう

etc…文科省「情報Ⅱ」解説動画より



•情報Ⅱのデータサイエンス・統計領域を学んだ感想
（「数学Ⅰ」や「情報Ⅰ」との違いを中心に）

学期末アンケートより

（全般的）

• たくさんの項目をひとつにまとめて傾向や
偏りが一目見てわかるようになるのはすご
いと思った。

• 主成分分析が人間が認識できないほど大き
な次元をもとに分類できるのがすごいと
思った。

• 顔認識は写真アプリなどにも応用されてい
るのかなと思い、普段の生活でも使われて
いるのかもしれないと気づいた。

• 情報Ⅰは覚えることや暗記がある程度多く
てあまり得意ではありませんでしたが、情報
Ⅱは実践的なものが多かったので楽しかっ
たです。

（数学との比較）

• 自分が数学で学んだ分散を使ってこのよう
な主成分分析ができることを知り、とても驚
きました。

• 数学においてデータは二次元でまとめるも
のだと思っていたけど、主成分分析はいくつ
も軸があるやつをまとめられてこんな方法も
あると知った

• たくさんのデータをまとめることは数学など
では難しいので、それらをいっきにまとめら
れるのはとても便利だと思った。

• 正確な値ではなく、傾向を見るのが新鮮
だった。



見通しが立つように

機械学習
統計学



第３章 情報とデータサイエンス

Theory12.機械学習と人工知能

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

•計算機の処理能力の向上や機械学習、人工知能で用いられる手法
の目覚ましい発展により、多様かつ多量の情報が適切に処理でき
るようになった。

•機械学習には教師あり学習と教師なし学習がある。

教科書の記述（東京書籍 情報Ⅱ）



情報Ⅱ解説動画 https://www.nttls-edu.jp/joho/

• 重回帰分析を用いた予測「睡眠時間を他の行動時間から予測しよう」

• 主成分分析による次元縮約「データを圧縮して、関係を見よう!」

• 機械学習による分類「手書きの数字をコンピュータに認識させよう

• クラスタリング「自分と近い性格の人は誰?

• ニューラルネットワークによる分類「より複雑な画像をコンピュータに認識させよう」

• モデルを用いた画像認識「自動で顔にぼかしを入れよう!」

今回は自分が出演した回を多く取り上げましたが

https://www.nttls-edu.jp/joho/


但し，ここまでの内容で終わっては駄目

•情報Ⅱは「探究」×「情報」の時間。

• 「実践」→「理論」が基本の流れ（実習の後，教科書を確認）。

「探究の種」（～２学期前半） 卒業研究・卒業制作

３D造形実習 主成分分析実習

Python×AI実習 micro:bit 実習

etc…1～3コマのパッケージ実習

1～3人の
グループ実習
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３

1

２

Agenda.

情報Ⅱのデータサイエンス(情報Ⅰと比較しながら）

情報Ⅱの授業演習

情報Ⅰの逆向き設計

データサイエンスを扱う価値４



この情報Ⅱに向かって、

情報Ⅰを設計する

（＋入試）

続いて（？）



•昔は色々やっていたが最近はともかく簡素に、最小限に。

• 「情報Ⅰ全体のボリュームUP」（社会と情報＋情報の科学）

• 「共通テスト対策への意識」（表計算の経験は必要）

• 「総合的な探究の時間」の実施（アンケート実習は総合で）

• ３変数以上は「情報Ⅱ」、２変数の処理を「情報Ⅰ」と分離

情報Ⅰのデータサイエンス①



共通テスト「情報Ⅰ」試作問題
大学入試センター 試作問題「情報Ⅰ」 より

• 多次元の表，箱ひげ図，散布図は必須
• 短時間で



「これだ！」と思えた実践

第16回全国高等学校情報教育研究会全国大会（東京大会）

「とどラン（都道府県ランキング）で教えるデータ活用の授業」

アサンプション国際中学校高等学校 岡本弘之先生

（画像）キミの未来発見事例205
https://www.wakuwaku-catch.net/jirei22205/

https://todo-ran.com/

https://www.wakuwaku-catch.net/jirei22205/
https://www.wakuwaku-catch.net/jirei22205/
https://todo-ran.com/


PPDACサイクルも意識されている

P

P

DA

C

問題の決定

Problem

計画

Plan

データ収集

Data
分析

Analysis

結論

Conclusion



（１時間目）

・数学復習&操作習得

（２時間目）

・各自の分析＆発表

（３時間目）

・振り返り分析

３時間で実施（データサイエンス入門）

☆箱ひげ図も作成させる
https://statistics.calculator.jp/basic/box-plot/

数学の復習（ヒストグラム・箱ひげ図・相関係数）

https://statistics.calculator.jp/basic/box-plot/


３時間で実施（データサイエンス入門）

共同編集スプレッドシートで知見共有

YouTubeで操作解説動画（１時間目）

・数学復習&操作習得

（２時間目）

・各自の分析＆発表

（３時間目）

・振り返り分析



３時間で実施（データサイエンス入門）

（１時間目）

・数学復習&操作習得

（２時間目）

・各自の分析＆発表

（３時間目）

・振り返り分析



一応この内容で「情報Ⅰ」共通テストは網羅
大学入試センター 試作問題「情報Ⅰ」 より

• 多次元の表，箱ひげ図，散布図は必須
• 短時間で



情報Ⅰ／情報Ⅱで培われる視点

多次元のデータ  

相関行列

情報Ⅰ

主成分分析で,次元を圧縮しよう

散布図行列

2つずつで
頑張って見る

情報Ⅱ そのまま見る！

クラスタリングで,グループ化しよう

etc…文科省「情報Ⅱ」解説動画より
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Agenda.

情報Ⅱのデータサイエンス(情報Ⅰと比較しながら）

情報Ⅱの授業演習１ 「機械学習」分野

情報Ⅱの授業演習２ 「統計学」分野

データサイエンスを扱う価値



①社会の在り方 今後の社会の仕組み（データ駆動型社会）

ＡＩ
(人工知能, artificial intelligence)

ビッグデータ

ＩｏＴ
(Internet of Things)

AIの精度を
高めるために、
ビックデータ
が必要

IoTが現実社会を
ビッグデータに

ビックデータを
AIが分類整理し
スマートデータ
に

ビッグデータを
収集するために
IoTが必要

データは21世紀の石油である。

以下Webページの図を参考に作成：
https://it.impress.co.jp/articles/-/14382

https://it.impress.co.jp/articles/-/14382


②情報科の要 「試行錯誤」の場面が豊富なのもデータサイエンス

P

P

DA

C

問題の決定

Problem

計画

Plan

データ収集

Data
分析

Analysis

結論

Conclusion

睡眠時間と
学習時間に関係性があるか？
類似するテーマには何がある？

クラスに,
アンケート調査を
やってみよう

アンケートを実施
アンケートはどのよ
うに取る？

学習時間が多い人は、
睡眠時間が短い！
分析手法を変えてみ
よう！

多くの生徒が、勉強
のせいで睡眠不足に
陥っている！今後、
改善したい！
他に考えられる結論
は？

情報Ⅱで
視野が大きく広がる！



③統計（データサイエンス）は人生を豊かにする

人間
自分の信じたい仮説を支持する
情報を積極的に集めてしまう
（確証バイアス）

→素早い情報処理

「雨乞いをすると雨が降る」……？

降雨あり 降雨なし

雨乞いあり A B

雨乞いなし C D

コンピュータ・統計
感情に左右されず,数学的に物
事を処理していく。

→綿密な情報処理

「雨乞いをすると雨が降る」
ためには、
「雨乞いをしないと雨が降ら
ない」
ことも必要

統計はパートナー。世の中の見え方を変えてくれる



•情報Ⅱは、案外手を出しやすい。

•「おっ、今度はこのデータを分析してみたいぞ！」と思え

るのは情報Ⅱの方が多いかも。

•ある高校生の言葉

「高校生活で一番感動したことは、主成分分析です」

まとめ



終

https://www.hinode.ed.jp/share/takeyoshi/
発表資料は全てWebで公開しています

https://www.hinode.ed.jp/share/takeyoshi/
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